
第１問 

問１ ⅰ）ア ④   イ ③   ウ ①   ⅱ）168 L   ⅲ）99.1 % 

問２ ⅰ）産生：②  分泌：④   ⅱ）④   ⅲ）アクアポリン 

    ⅳ）アクアポリンを膜上に含む小胞が上皮細胞内に多数存在しており、それらが一斉に細胞膜と融合する。 

問３ 産生：⑧  分泌：⑧ 

問４ ａ ①   b ④   c ⑤   d ⑧   e ⑨ 

 

第２問 

問１ 特殊なヌクレオチドを 3’末端にもつ、様々な長さの DNA の１本鎖が合成される。 

問２ ⅰ）5’ - ＧＡＣＧＣＴＡＧＴ - 3’    ⅱ）②    

問３ ⅰ）ア ２   イ ４   ウ ４   ⅱ）20    

ⅲ）好熱菌に由来し、高温でも失活しない。 

問４ ⅰ）開始コドン 塩基配列：ＡＵＧ  アミノ酸：メチオニン 

終止コドン 塩基配列：ＵＡＡ、ＵＡＧ、ＵＧＡ から１つ  アミノ酸：× 

 ⅱ）開始コドンによって決定する読み枠が、終始コドンの読み枠と一致すること 

問５ tRNA（運搬 RNA、転移 RNA）、rRNA（リボソーム RNA） 

 

第３問 

問１ ⅰ）③   ⅱ）かぎ刺激    

ⅲ）ア ④   イ ⑥   ウ ③   エ ①   オ ⑤ 

問２ ⅰ）③⑤    

ⅱ）追加実験：④ 

予想される結果：緑色照明下では、雄の体長あたりの体重と、メスが雄に接近した時間との間に、明確

な正の相関は見られない。 

問３ ①⑥ 

問４ ⅰ）20%   ⅱ）共進化 

 

  



 

～講評～ 

大問１ 内分泌系からの出題。知識問題の多くは標準レベルであったので、しっかりと得点しておきたい。計算

と論述では、現象をしくみと併せて本質的に理解していることが求められていた。 

大問２ バイオテクノロイジーからの出題。サンガー法（ジデオキシ法）や PCR 法が初見だという受験生はいな

いはずなので、原理に関する知識を用いながら考察・説明することが求められていただろう。問いの意図

を誤解しなければ、決して難しくない内容であった。 

大問３ 動物行動と進化をテーマとした出題。典型的な例とはいえ、特定の動物の行動に関する知識が求められ

た問題もあり、戸惑った受験生もいたかもしれない。実験考察問題もとても単純なロジックで解きやすか

っただけに、追加実験についての論述など、一部の問題で差をついたと思われる。 

 

全体としては標準的な知識・考察・計算が出題されたが、典型的な問題の丸暗記では正解にたどり着けないよう

な工夫がされており、受験生によっては苦労したかもしれない。計算がやや多く、ミスをしないこと、指定された桁

や単位に合わせて答えることなど、注意も必要であった。得点目標は７割～７割５分。 

 

 


